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森下高治

日本応用心理学会への期待を語る
35年という長い間、高いレベルでモチベーションを持続し現在もアーチェリー競技の一線で活躍する山本

博氏と、74年以上の長い歴史をもつ日本応用心理学会の理事長に昨年就任した森下高治氏が、持続する

志の秘訣、現在の日本への危機感、そして日本応用心理学会への期待を語る。

1昨日と違う今日を過こす

山本◎先生、本日はよろしくお願いします。

森下◎こちらこそ。今日はまず先生がずっと、長

年アーチェリーの世界でやつてこられて、先生を

支えているものっていうのは一体なにかというこ

とを教えていただきたいんです。

山本◎はい。今年でプレー35年目になるんですね。

初めて出会ったのが中学 1年生で。最初の 10年

というのはもう本当に、毎日、自分のなかで新た

な自分の能力と出会うことができてですね.良い

も悪いも。下手になっても、下手になるというこ

とを学ぶことができて。階段というのはずっと

登って行くもんじゃなくて、下ることもあるんだ

ということも知ることができたし。とにかく、あ

りとあらゆるものが、たとえば初めてインターハ

イに出れば、人からは聞いてはいるものの、自分

自身が、それが初めての体験で。翌年インター

ハイに出たら、じゃあ 2回 目だから初めてじゃな

いのかというと、2回 目のインターハイがまた、

初めてなんですよね。

山本◎そういうふうなものの見方でいくとですね、

10年間というのは、毎日、本当に新鮮な日々だつ

たものですから、あっという間でしたね。それで、

次の 10年というのは、今度は銅メダル (1984年、

ロサンゼルス五輪)をとってからになるんですけ

ど、メダルという物質的な物への欲求が非常に

高まりまして。銅メダルをとってこれだけの社会

の評価。金メダルを取った人に対しては、あれ

だけの評価が社会から下されると。もうとにかく

金メダルをとって自分を中心とするアーチェリー

界を変えていきたいということで突進した 10年

でしたね。そして 20年を過ぎて、今度、30年 目

に向けてというのは、まだまだ物質的な部分が

ずっと引きずるなかで、高校生に対しての指導の

理想を追っていくというんですか。

森下◎ああ、先生は高校の先生もされていたん

ですね。

山本◎はい。正直いいまして物質的なことだけ

に注目したなかでの、金メダルを取るための手法、

技術開発というか、そういったことだけに自分の

思考が集中していて。にもかかわらず、子どもた

ちのことに関しては、自分の高校生時代を思い出
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いろいろ考え方があって、能力の他に性格 とか

興味とかね、態度 とかあるんです。そのなかで、

興味っていうのは動機づけに 1番大事な要素な

んです。興味がなかったら、長続きしないんで

す。能力、これも人事なんですけど。私が大学

院の修士のときにアメリカからスーパー (Su

per,DE)と いう有名な先生が来ましてね。そ

の方が能力とか興味とか態度とかいう、適合に

かかわる 1つのモデルを出したんですね。その

なかで、能力には、知的能力とか言語能力はあ

るんですけど、それ以外にまだわからないもの

があるという。

山本◎へえ。

森下◎そういうことを日本で話をされて。能力

でまだわか らないものがあるなんて、と興味

をもちまして。それもまあ、私が大学院か ら

ドクターに行った理由なんです。だからすごく、

人間の可能性みたいなものがあるけれ ど、そ

れの 1番の動機づけというのはやはり興味の間

題ですよね。先生はずっとアーチェリーに興

味をおもちだから、どん どん持続的になさっ

てる。人それぞれ、生涯発達の視点からいうと、

節 日、節 目があるんですね。その節 日、節 目

を考えなが ら、その今のお話のなかで工夫を

しているいう姿から、やっぱり工夫そのものが

人間が求めるも

んかなと思いな

がらお聞きした

んですけどね。

山本◎はい。た

とえるなら、遠

征に行ってです

ね。寒い所に住

んでる人たちの

ほうが工夫や知

もりした 。たかはる0日本応用心理学会理事長、帝塚山大学/
同大学院産業心理臨床領域教授.1944年大阪府出身。1973年

関西学院大学大学院文学研究科教育心理学専攻博士課程修了。

流通科学大学教授を経て、現職。2009年 日本応用心理学会理

事長に就任。研究課題は働く人たちのライフスタイル問題、メ

ンタルヘルスにかかわるストレス問題。職業行動の問題を調

査研究と実践 (カ ウンセリング)の両面から取り組んでいる。

恵を働かせてるなと思うんですよ。で、南のほう

へ行 くとですね、南方の人たちは気候に対 して

のんびりでいいなと、感じるんです。物質的な欲

求は、先程もいいましたように、自分のなかで 1

つ解決した部分があるんですけども、それでもで

すね、まだ僕が、なんだかんだいっても金メダル

を手にしてないんで.やはり表彰台の Lに あがっ

ている人の、その得たものはなにかを、自分自身

もあそこに行って感じてみたいという欲求はある

んです.これが無くなったら、満腹になっちゃっ

たら次の自分自身の上夫だとか知恵というのは、

おそらくもう生まれてこなくてですね、今はまあ、

そうですね、寒いなかで凍えながら、なんとか火

を焚こうと思って工夫、努力をしていた高校生、

大学生時代に比べれば、多少ちょっと穏やかに

なってきちゃってるのかもしれませんね。でも、

まだ南方のほうまではいってないんで。今日も練

習をしてからこちらに来たわけなんですけど。ま

だ知恵が浮かんでくるところがあるんですよね。

この知恵が浮かばなくなったら、努力に対して自

分自身が無理やりなんかしなきゃとか、今までの

過去を守るためにやらなきゃいけないなんて発

想が出てきたら、自分のなかの生き方としてはあ

まり合わない生き方なんで、おそらく違うところ

の、先程1先生がおっしゃった興味というものが、

もっと自分がわくようなものに、シフト変えする

んじゃないかなと思うんですけどもね。

1満たされた状態では、ス トップしてしまう

森下◎面白いですよね。今、先生のお話のなか

でね、人間には欠乏の欲求と成長の欲求がある。

欠乏欲求は、底辺の、しかも物質的、身体的な

低レベルの欲求ですが、それが満たされると人

から認められたいとか、自分の可育旨性を試したい

という成長欲求に移行するんです。先生の場合、

銅メダルから銀には 20年、次の銀メダルから金

へと言うことは、成長欲求に向かうなかで、欠乏

欲求をバネに知恵と工夫、さらに興味をすべて

結集して目指されていると思うんです。そこに新

しい理論が出てくるのではと思いながら聞いてい

たんです。満たされた状態というのは、やっぱり
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無駄に使わないとか、そういう仕分けを今、一

生懸命やってるんですけど、僕なんかが関わっ

てるスポーツや、芸術文化っていうのはそもそも

無駄なわけですよ。だけども必要な無駄と必要

じゃない無駄があって。これらは、僕は人間の営

みを、人間をまともな感性を維持して生きていく

ために必要な無駄な部分だと思うんですよ。こ

れまでもリト除しようとしている世の中の流れに、

僕はすごく危機感を感じてましてね。だからこれ

が,かの部分で、そもそも行動や発想が生まれて

るとするならば、その心の部分の修正だとか、そ

れがどうしたらできるんだろうなと。力説しても、

受け入れる、まず間日の、入日の心が開いてい

ないじゃないですか.

森下◎やつぱりね、私はいつも、子どもたち、そ

れから大学生とか大学院生、あるいは応用心理

学の若い研究者は夢をもたないとと思うんですね。

志を高くして.そ してそれが実現できる社会でな

いと。今、先生がおっしゃってるようにね。文化

にしてもスポーツにしても、私もそれは人間に

とってなくてはならないものという理解なんです

よね。だからわれわれ、心理学に携わる立場の

人間もどうしていくかというのは、今日、先生の

お話を聞いて、さらに私ももう1回考えてみたい

と思いますけど。

山本◎本当に、今の日本がこのままでいったら、

すごく厳しい未来があるんじゃないかなと思って

ですね。

森下◎スポーツ界もそうですが、大阪でね、国

際児童文学館というのがあるんですが、財政難

を理由にこの度、建物もろとも整理の対象になっ

てね。国の内外からの貴重な文献がイ予き場を失う。

これは子どもたちの文化を潰すことに繋がるんで

|…

… …

疇聾

山本◎日本はすぐ費用対効果になってしまって、

何人の人間が週何回楽 しむんだとか、来るんだ

とか、そんなとこから始まっちゃうじゃないで

すか。

森下◎もっと行政のスリム化をして、そのうえで

文化やスポーツ、そういう振興をやっていかない

と。やっぱり子どもたちに夢を与えていくのが、

われわれの責任ですからね。先生のおっしゃって

るように、今やらんといかんことでしょうね.

1日本応用心理学会への期待

山本◎子どもたちの話なんですが、長 く生徒指

導部に属するとですね、社会、学校のルールに

従えないとか、そういうふうな子たちと向き合う

んですが、自分の指導方法にものすごく悩むわ

けですよ。でも結局接していくと、その子たちに

はものすごく悩みがあって。教師として向き合う

うえで本来は、すごく自分自身に学べる子たちな

んですよね。でも辛いですよね。だから僕はもう

そのときに思いましたけれども、先生とかそう

いったカウンセリングの仕事をされる方も、元気

な人は来ないわけですから。

森下◎ほんとそうですよ。

山本◎そういう人たちの話を聞いたり、治療をす

る人たちっていうのは、本当に尊い仕事だなって、

尊敬しますね。

森下◎先生からそういっていただいて。人間、先

生や私、応用心理学会の若い人たちもそうです

けど、自分の力で全部感じとって、そしてそれを、

対社会に対して、対相手に対して向けて行く。そ

して人間やっぱり変化していかないといけない。

人生、仮に 100年であれば、常に、90の ときで

あっても変化せんといかんと。そのなかで人、あ

るいは世の中に対して、幸せな社会、そういうも
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踪顆鶉鱚鮨 嘴嘴褥鍼閂丁
本学会の名誉会員に應用

`こ
理学との出会い:痣用iむ 理学への期待などについて語ぅていただきました。

強 くなり、心が荒廃する。その結果、現

代病・ス トレス病 といわれる「,こ、の病」

が増加するばかりである。人間疎外とい

う言葉もこんなところから出たのではな

いか。   ‐

心が異常に乾燥した社会に誰が潤いを

もたらし、
1人

間回復をはからてくれるの

か、宗教家か、政治家か、教育者か。そ

れは誰であつてもよい。これからの F応

用心理士Jは「臨床心理士」と同様に、

臨床現場のみならず、人間関係を豊かに

するための技法の習得が重要となるも |

最近、応用心理学会での発表部門をみ

ると、医療 1福祉 :看護にFklす る発表が

増えてきた。誠に喜ばしいことである|

悩み苦しんでいる人の身 (立場)にな

つて考え、人の悩みを我が悩みとしt耳

できくだけでなく心で聴く、
|そ

してtと

もに生きt‐ ともに苦しむというそんな心

のもち主となることが大切である。自分

の語ることを真剣に聴いてくれる人が少

なくなり |ヽ|‐ 笑顔も:見られなくなつた。 ‐

過去 101年間の統計によると、毎年白

殺者が 3万人を超えている結果が出てい

る。   |          |
自殺者が急増する理由はなにから死は

人間誰しも避けられない宿命ではあるが、

だからといちて死を急ぐことは正しくな

い1無謀をせず細ういの注意を―もうて生き(

そして死ぬ者は人間の宿命にiEし くした

がらた者である。   |
私たちは(どのような障壁に遭遇する

も:それに耐える力を養い、自ら解決す

る方向に発展できるよう努力することが

大切である。   |
将来に向けての心理学の役割は大きい。

高嶋正士

たかしま 。まさし

195+年(日本大学を卒

業‐現在は共立女子大学

名誉教授 (文 学博士 )、

学校法人共立女子学園評

議員 (現在)、 長岡西病

院心療内科兼ビハTラ 病

棟 (非常勤)、 長岡看護

福祉専Pi学校 (非常勤講

師)、 浄土真宗本願寺派

真照寺住職、日1本応用心

理学会名誉会員、日本理

論心理学会名誉会員・顧

間、日本心理学会終身会

員。

主な著書は、『臨床心理

学』(EII学 出版社)、「発1達

と教育の心理学』(編著

福村出版).

将来に向けての心理学の役割は大きい

私 と日本応用心理学会 とのご縁は、

1951年で、心理学の会員としての最初

でありt次に 1953年 に日本心理学会の

会員となる。

当時、応用心理学会に包含されていた

諸領域は現在では皆独立した学会になつ

ている.

1955年頃までは、応用心理学会年次

大会は年 2回、春と秋頃に開催されてい

た。当時は大会初日の正午に記念撮影が

行われ、そのアルバムをみながら当時を

懐かしく思う昨今である。私が最初に研

究発表させてもらつたのが 1953年の第

15回大会で埼玉大学が会場であうた。

特に、私が印象に強く残うているのは、

第 62回大会で私が専任校であった共立

女子大学で行われた。それが 1995年 9

月であった。当時の総会で、はじめて□

本応用心理学会が認定する『応用心理

十』が誕生して最初の認定授与式が行わ

れ、大会会長として第 1号をお渡しした

ことで誠に光栄に思っている次第である。

私の日本応用心理学会の過去の記憶とし

て永久に残る。

今、「心が危ないJ時代というてもよ

い。物が豊かになり機械化され便利にな

ったが、その裏側で人間は苦しんでいるし

少子化や高齢化が進み、話し相手もなく

一人ひとりが孤独に陥ってしまい、自分

の意識のはけ国が開ざされ、ス トレスが

日本応用心理学会の思し

日本応用心理学会の将来に

711[J



II◎[pA劇―口∠口ι⑦■酢q′日郵

'菅子具考⑭尋薫0
研⑫夕し歯壺Q偉準V日
°
割迪孝■薫⑪手雲薫単

準2諸¥当単P,=0861
｀
中黎み爵准・野準崎

・鯛馨1/童,チ鞠27争
⑦螢準■lτ早王ビ221資

¥■羊V日
｀
国書

`2膨

書

8・γγ薫2彗計⑫、9■,

馨準MqSett H∀昇為

醗Q′
｀
爵準SeンelSnO内

ヨO早薫醗¶′率靭⑫

票ぎ
｀
つ歯昌コlγ n/∠

=Z96に
°
業章ルtt薫票

γ薫¥■浮V日
='961 2早セ・マつ0セ

士α¥VE

.  °
二準

6撃2q躍潤〉数)P身2コγツコ彰認

葦‐HIP ⑫ケ軍⑦〉f)0留ユ剃]ヽQ騨彰
｀
準1ア⊇7ヽ今ンγ1ヽ2■♀稼響碧身9ヽ,ワ

nヽ｀Pl、り割万秦叡Q Flみ秦品⑫γn/‐∠

・7η ttQP配コ馴′多‐)早ンツ1ヽ2■忌

禦摯ЭP身晋秦き習鰈秦
｀
準
'ユ

秦Y■浮

▽日°
7η ttηア、n黎峰Pl秦¥士浮V目

6`運コ1平日彩ヽ燕呂γ漁

`∠

⑫醜書8‐

17η渠暴y認nヽ2■♀■目

穆⑫―′44‐aV9⑫9、,ュロラフ準

摯士辟撃⑦γ♀士撃⑦キ秦1ヽン

｀
F,コ,暴ア

ウ身P'(1母甲鍬ユ峯¥、γttUP ⑦2)3
、リコ6身Pl聖再鍬⑫コン⑦�暴

｀
F,コ!♀

ア⑫聯秦⑦班秦¥⑦蠅専Zψ勁
｀
η摯製

革墓利ロルI⑫担影控―ム‐/ゝ4F n/

'7η27'(A寿卑華Y｀Pロツ♀立ユ

ηコ,ヽヽQ2η泌醗々味ヽ,7ヽn、n摯」)η

彰燿〉f摯∠
`キ

十とこれ′ヽ⑦秦撃⑫W
｀
こ軍身Ytttn♀¥⑫4`-4Y｀■舜酵

準OIS21/1つ舜准Se平lS101/W?認η準(,益

々彗易10副准(―口γム)■OISP1/1:HV

｀
ユ駒秦Y⑦秦YY″

`κ
4ζツ

“

Pl郎F

漁イヽキーて子各ム勁⑦ツp`秦ユ
=影

迎

⑫舜酵(Yγ―

`YV)'q'lS,OA■
0

⑦担影迎Tム=ゝ
/4r nメツ禦コ1村fィg

不ごFl回⇒I⑦叡QF')F'ユγ漁メ∠

・アη準ユ申

アツCヽり著単F'κE4_壬くT漁7⑫タ

)F,20アPlW7 η秦晟21γ nメ∠勁⑦

―
夕I Pl禦γ⑫

'°
7ηユ米舜⑫γ象鉢認

υ♀γル子γnκ∠
｀
P身ッυ■(,動尋

虹争コ1百豪⑦つ年ヽ耳燕F'2ηア熱県
｀
コ

97認υ∫
'秦

ユγn/∠F,耳γttILf
‐    |  °

準準η甲nヽs〉■、γ

酬1脅7⊇γ9聾コ摯表・アタnヽンnヽ｀oF
‐Plρ量⑦アP9ヽ秦

｀
■γヽQ?⊆fηユ

7⊇(a身♀ュ■勤sギ
'コ

9認gヽn暑⑫↓

,7q準6997⊇17(,益摯米計準準黎具

身■イヽ■ギユヨンロ19779ヽγ身ユ↓

‐キつ貿黎⑫草拳
'7■

ユ0量を♀¥R口,

、全身ツqγりヽ,71リピlρ量⊆0ヽ2'V
秦コ1甲日■`Pレイ,?γqュロ型身甲甲

1立準
'ア

1騨勇陥P口
'、

全身9章コ1嬌ν覇F'7

↓)ユ
ー
節、全身躁圏勁独9⑫9ヽnギ,割栗

P準浮6鉢ユη躍潤:み7⊇7■準

♀戦ユ■l‐
コ秦7ワAヽワt'コ圏⑫夕:準準

‐.6身P'T�寺.09 Plユ準2■目嘘1し斉

2ヽ9ヽγγn Cttη ttη γnヽじY Plコnヽ孝

‐7品残猫O`FP,中二準鉢⑫万%纂IM
‐凛T'日7惣⑦νし要I『¶′聾卑↑7日⑫W

|               |

|  てnv甲⑫ηじ要,苗1¶′田
馴率日|

‐ |   ‐ '準翠6鉢2η肇騨2卜A

Y｀そアコツ♀身¥影γPγP、り9認昇

秦酢¶̀ヽ0早こヽ
「

子斎酢¶′日馴V目」

■‐ .Pニユ2‐コ身夏暮F,P197軍1ヽ撃

コ1勤γヽ準以ηア0ヽ騨身92CPPlザF,

撃孝⑫¥身甲椰身

`f⑦
‐⊇?二準υ‐3γ

身イン1日秦71γ章
'1珊

.騨Lツ♀ユ影迎コ1

甲甲:〉♀⑦日寧9ユりヽ身⑫燕酢¶′｀
PI

Iマニ喜⑫考⑦ンピ1「秦酢¶
F田

剛J

°
準準AヽPP Cアよ徽鉢コ1準

｀
lli3⑦「H―口Y口4⑫秦酢¶̀日郵J

へヽ孝ν,マンやコlW TIコ量|ミヘマシン秦El印目



―

 ‐

|

日本応用心理学会の未来を担う期待の若手ホープを紹介します。

京都大学大学院教育学研究科 (専修コース)

教育科学専攻

棚橋彩香

|た

あいさつ
はじめまして。田中真介先生のお誘いにより、

今年の日本応用心理学会の実行委員会でお手伝い

させていただくこととなった、棚橋彩香です。実

行委員会では、会計を担当させていただきます。

これまで日本応用心理学会との接点もほとんどな

く、学会の実行委員会に参加した経験もないので

すが、できる限りのことをしたいと思います。よ

ろしくお願いします。

はゼヨこついて
現在、京都大学大学院教育学研究科 (専修コー

ス)に所属の修± 2年生です。専修コースとは、

研究者を養成するコースとは異なり、3年間の博

士後期課程がついていない修± 2年間だけのコー

スです。2年間だけですが、院生同士の仲がとて

もよくて、お誕生日会が開催されることや旅行に

行くこともあります。また、教員の方や企業で働

かれていた方等、社会人経験がある方の割合も比

較的高く、しかも院生の専門が、教育行政・教育

心理・教育史…といったようにそれぞれ異なるの

で、互いに刺激を受けることが多いコースとなっ

ています。

私自身は、教育方法学という学問を研究するゼ

ミに参加しています。このゼミには、教育評価や

カリキュラム等について研究されている先生方・

学部生・院生が参加しています。特別支援学校の

教員を日指していることもあり、主に障害児教育

について、このゼミで研究中です。

は
糸賀一雄の生産教育から

卒業論文では、障害児教育における職業教育を、

大きなテーマとしました。その上で、糸賀一雄の

思想や実践に焦点を当てました。糸賀一雄とは、

戦後まもない頃に、戦災孤児・生活困窮児 。障害

児のための施設である近江学園を設立し、日本の

障害児教育に大きな影響を与えたとされている人

物です。糸賀は、近江学園設立当初から一貫して、

障害がある子どもたちの教育として、生産活動を

行うことを「生産教育Jと よび、重視してきました。

卒業論文では、以下のことを明らかにしました。

糸賀は、設立した各施設に在籍する子どもの障害

がしだいに重度化するなか、障害の重い子どもた

ちに対する考え方を変化させることで、生産教育

の目標を職業的自立から発達保障に転換させまし

た。それと同時に、より障害の重い子どもたちも

「生産Jを行う存在であると認識し、生産教育の

対象に含めるようになりました。これは、生産教

育における「生産Jが、経済的利益につながる活

動から、それを包括する創作活動へ、そしてそれ

を包括する自己実現というように、より包括的な

ものとして捉えられるようになることを伴うもの

でした。

以上のように、生産教育に対する捉え方を変化

させることで、生産教育において目指す子どもの

|■|11摯
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駒澤大学大学院人文科学研究科

心理学専攻

小野洋平
|‡

私の研究テーマについて
大学院での私の研究テーマは虚偽検出です。虚

偽検出という言葉は聞きなれないかもしれません

が、「うそ発見J、 「ポリグラフ検査」 とい うと聞

いたことがある方も多いのではないでしようか。

テレビや書籍などでこの検査の描写があり、比較

的倒‖染み深いものだろうと思います。テレビ番組

などでは芸能人に電極等を装着 し、世間受けのす

る質問を行います。「○○さん と付き合ってます

か」といった内容の質問を与え「いいえ」の返答

を行わせます。すると記録ペンが大きく動揺 し、

会場にはその芸能人がうそをついているというよ

うな笑いが起こります。このように、メディアで

おもしろおかしく取 り上げられているために、一

般的に虚偽検出検査に対する誤解があるように思

います。虚偽検出検査では「虚偽を報告すると心

身が動揺するJと いったような特異的な反応傾向

が必ず しも生起するわけではありません。また、

うそをついているかどうかを必ず しも検査するも

のでもありません。1989年の証拠調請求事件 (浦

和地方裁判所昭和六十三年 (わ)第 585号 )にお

いて、虚偽検出検査を実施 してほしいという被告

人の請求の可否を争う非常に変わった裁判が行わ

れています。取調べの状況に関して被告人 と取調

官のどちらの供述が真実かを明 らかにするため

に、双方へのポリグラフ検査の実施が請求されま

したが、この請求は却 ドされました。「うそ」を

見破る検査であれば、この請求は認められてもお

か しくはあ りません。ではなぜ却下されたので

しょうか。それはわが国の虚偽検出検査の多くが

「うそJを見破る検査ではな く、事件に関する認

識の有無を検査するものだからです。

虚偽検 出検査では秘 匿情報検査 (conce」ed

iniormaion test:CIT)と よばれる質問法を用い

て質問時における皮膚電気活動、呼吸運動、心臓

血管運動 といった複数の生理指標を測定 します。

CITでは、仮に殺人事件の凶器がナイフであった

場合に、犯人以外知 りえないような、事件に関連

のある質問 (「 凶器はナイフですか ?J)と 事件に

関連のない質問 (「 凶器はアイスピックですか ?J)

を被検査者に提示し、その際の生理的変化を分析

します。もし被検査者が「凶器はナイフであるJ

といったような事件に関する知識を有していれば、

多くの場合、質問間で有意な生理的反応の差異が

検出され、そのような知識を有していなければ反

応差異は検出されません。このように CITを用い

た虚偽検出検査では質問間の反応差異をもとに事

件に関する認識の有無を検訃lし ます。先の証拠調

請求事件では、被告人も収調官も供述に関しての

事実をすでに共有しており、虚偽検出検査を行 う

ために必要な、被検査者 しか知 りえない質問を作

成できないので、請求が却下されたのです。

では、事件の知識を有する場合に質問間の反応

差異が生 じるのはなぜでしようか.実は、この点

についてはまだはっきりしていません。反応差異

が生じる理由を説明するために、情動要因を重視

した理論、認知要因を重視 した理論などさまざま

な理論構築が現在も進められています。理論構築

に対してはさらなる研究の余地があるとしながら

も、1968年の最高裁判決以降、虚偽検出検査結

果が裁判において証拠能力を有するものとして扱

われているのは、被検査者が事件に関する知識を

もっていること、また、事件に関連のある質問と
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諺 神戸大学大学院海事科学研究科

国際海事研究センター・研究機関研究員

大阪大学大学院人間科学研究科

特任研究員

中丼 宏
||な

ぜ応用心理学 ?

大学に入学 し、いくつか心理学の講義を受講 し

ました。「そこで応用心理学に興味をもって…J

という書き出しなら良かったのですが、実際には

「趣味の延長みたいな研究が多 くて、なんの役に

立つかわからんなあJと いう第一印象でした。当

時から研究者への道に興味があった私 としては、

「せっか く皆のお金を使って研究するなら、皆の

ためになるようなITI究 をしたいJと の思いがあり

ました。また、とある先生からいわれた「医学者

はどこに悪いところがあるか診無 診断を して、

注射をしたり処方箋を出したりする。工学者は製

鴇の問題点を抽出して改良品を製作する.でも、

心理学者は問題や現象を指摘するけど、そこで終

わる人が多いJと の言葉も胸のなかにありました。

そこで 2年生の終わ りに配属ゼミを希望する際、

「研究成果を実際の生活に還 lLで きることJを重

視 して、応用心理学系のゼ ミを選択 しました。大

阪大学には第二次世界大戦中の海軍パイロットの

適性検査開発に端を発する交通′己、I里学領域の系譜

があり、応用心理学のなかでも特に ドライバーを

対象とした交通心理学に興味を抱きました。安全

な交通社会の構築のために「役立つJこ とだけを

考えれば、学章擁護員や駐車監視員のような活動

をするという選択肢もありますが、研究者 として

より多 くの人たちに対 して、社会的に貢献するこ

とを目指 して現在も交通心理学の研究を実施 して

います.最終的には、免許既得者の更新時講習や

処分者講習などの有効性をより高めるための研究

成果を得ることが日標です。

10こ
れまでの研究

鸞 リスクテイキング行動の一貫性検証

交通事故原因の 1つであるドライバーのリスク

テイキング行動 (行為に伴う危険性を認識した上

で、敢えてその行為を実行すること)について、

観察法からその一貫性を検証 しました.約 2000台

の車両に対して無信号交差点での通過行動を記録

し、シー トベル ト着用者ほど交差点走行時の速度

が低 く、左右の安全確認 百1数が多く、一時停 lL率

や合図履行率が高いことを示 しました。さらに、

リスクテイキングの規定因の 1つ と考えられてい

る運転技能の自己評価について、さまざまな研究

を実施しました。

靡 運転技能の自己評価と不安全行動の関連

先の観察研究は大学キャンパス内で実施された

ため、一部の車両については ドライバーを特定 し、

質問紙調査と実行動 との関連を比較することがで

きました。その結果、自身の運転技能に対する白

信が高い ドライバーほど、走行速度が高 く、左右

の確認回数が少ないことが明らかとなりました。

また別サンプルを対象 とした質問紙研究では、

日常の運転行動の安全性に関する自己報告 (「 狭

い道でのすれ違いでは、道を譲 るように してい

るJや 「夕方には早めにヘッドライ トをつけるよ

うにしている」など 18項 目を 5件法で尋ね、合

計を salety scoreと して点数化)を求め、運転技

能の自己評価との関連を検討 しました。技能評価

は男性のほうが高い一方、safety scoreは 女性が

高 く、さらに免許取得後 3～ 5年の ドライバーは、

その前後の属性に比 して技能評価が高 く、safety

scoreが低いことが示されました。

さらに ドライビングシミュレータ実験を行った
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東北大学大学院文学研究科

人間科学専攻

引地博之
は私の経歴

私は、修士課程まで土木工学科に在籍し、地域

づくりについて勉強していました。現在の地域づ

くりでは、人々のライフスタイルや価値観が多様

化するなかで、地域住民にとって満足度の高い整

備を行うだけでなく、そうした事業の円滑化を図

ることが課題として挙げられています。

土木事業に対する世論はやや厳しいものではあ

ります。しかし、自然災害が多い日本では、洪水

や地震に備える必要がありますし、高齢化が進め

ば、歩道などのバリアフリー化が求められます。

人々の快適な暮らしを守るためには、日本の自然

環境や社会状況に合わせて、都市や居住地域を整

備しなくてはなりません。

しかし、近年では、人々の暮らしに役立つはず

の整備の実施が困難になっています。高度経済成

長を経て、日本の国民は他の先進国と同等の生活

水準を獲得したことから、価値判断の際には、経

済合理性だけでなく、暮らしの豊かさや快適さ、

ゆとりなどの質的倶1面 も重視するようになりまし

た。こうした価値観の変化は社会資本整備に対す

る態度にも現れており、たとえば、公共事業の実

施に際して、事業による利便性や安全性の向上だ

けが強い説得材料とはならず、自然環境や居住環

境、あるいは個人のライフスタイルに対する影響

への懸念から、事業に対して住民の合意が得られ

ない事例が多く報告されています。この問題の解

決には、住民の多様なニーズを捉え、利害調整を

行うことが求められますが、そのためには、住民

が地域に関心をもち、議論の場に参加することが

必要だと考えます。すなわち、住民が地域づくり

に関与することが円滑な合意形成を実現する上で

は重要になります。

討してきました。近年、多くの研究者によって、

住民の地域コミットメントが地域づくりへの関与

を促すと報告されています (た とえば、田中・轟・

中嶋。多和田、20081)。 地域コミットメントとは、

住民が居住地域に対して抱く愛着、誇り、それに

帰属意識のことであり、一言でいえば、地域のこ

とをわがことと感じる姿勢です。これまで、私は

地域コミットメント形成の心理機構ついて検討し

てきました。今回は、その1つをご紹介いたします。

は
電 吾 3雪〕 識 ワ ?層菖 量

産 と住 民 の

歴史まちづくり法の制定にみられるように、歴

史資産を活用した地域づくりに高い関心がもたれ

ています。歴史資産には、遺跡や歴史的建造物な

どの有形の資産に加えて、祭り、伝統行事、それ

に説話などの無形の資産も含まれます。住民の地

域コミットメントは、歴史資産との関わりによって、

強くなることが示唆されています
2。

このことから、

歴史資産をうまく活用すれば、地域の歴史的風致

が維持されるだけでなく、住民の地域づくりへの

積極的な関与も促されると考えられます。そこで、

過去住民との

共通性感覚

私の研究では、上記の問題意識に基づき、住民

の地域づくりへの関与を促す心理要因について検

歴史資産の熟知度が地域コミットメントを強める

心理機構
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無気力の2つの側面
「なにもやる気がしない」「○○をしなくてはい

けないけれど、やる気がでないJな どといった、

いわゆる無気力とよばれる状態を経験 したことは、

誰にでもあると思います.ち なみに 1量間一般では、

エナジー ドリンクの高い売 り上げをはじめ、無気

力から脱出するための方法や、 ドがってしまった

意欲を向上させるための非専門的な著書やセミ

ナーなどが盛況しています.こ のような現状から、

個人が日常生活において主観的に経験する (つ ま

り非病理的な)無気力への対処方法には、社会的

に高い関心が寄せられていることがうかがえます。

また、他方では「最近の学生は無気力だJ「や

る気のない部下ばかりで困るJな どといったよう

に、他者が自分の思いどお りに行動 してくれない

理由を彼らの意欲に帰属する際にも、無気力とい

う言葉を多 く用います。こちらもまた、一般的に

広 く問題 とされる無気力であるといえます。

このように一言に無気力といっても、知覚 (白

覚)さ れた自己の意欲の低下 (認知的倶1面の無気

力)と 、他者からみて無気力にみえる状態 (行動

的供1面の無気力)があり、双方は基本的に別々に

考えるべき現象です。

は私の関心と先行研究
私の関心は、認知的側面の無気力にあ ります。

最終的な目的は、認知的償1面の無気力から脱出し

たいと切学する個人に対 して、実証的知見に基づ

いた効果的な対処方法を開発 し提供することで

す。しかし、意外なことに、これまでの心理学に

おける無気力に関する研究は、認知的倶1面の無気

力に焦点を当ててはきませんでした。無気力に関

する先行研究は、以下の 4つの立場に大別できま

す (こ こでは、認知症の症状 としての無気力は除

く)。 第 1に無気力を学習性無力感 とみなして研

究する立場、第 2に無気力を抑 うつとみなして研

究する立場、第 3に スチューデン ト・アパシーを

研究する立場、第 4に個人が日常生活において経

験する無気力を研究する立場があ ります
1。

これ

らの立場のなかで、認知的倶1面の無気力を研究す

る上での、直接的な先行研究となるのは第 4の立

場のみです。また、この立場は、近年の日本にお

いて始まったばかりで、たとえば「何もや りたく

ないJと いったような生活全1受に対する無気力を

扱っていますっしかし、私たちは、たとえば「部

屋を片付けたいけれ ど、やる気がでない」など、

特定の領域 (課題)に 対する無気力も経験 します。

そこで私は、研究をより包括的に進めるために、

認知的側面の無気力を新たに「知覚された無気力

(perceived apathy)」 と名付け、便宜的に定義 と

分類を行いました
2。

は知覚された無気力とは
私は、知覚された無気力を「個人が知覚 した

自己の意欲、または精神的なエネルギーの低

下Jと 定義し、また、それを「領域固有的無気力

(domain_specinc apathy)Jと 「領域全般的無気力

(domain general apathy)Jに 大月けしました
1。

領

域固有的無気力とは、特定の領域に対する無気力

であり、たとえば「試験勉強をしなければならな

いけど、やる気がでないJ「就職活動をしなけれ

ばいけないけれど、やる気がしない」など、無気

力が知覚される課題はさまざまですが、日常的に

大正大学大学院人間学研究科

福祉・臨床心理学専攻

長内優樹
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中京大学心理学部

中京大学′心理学部は、文学書陶己、I里学科を改組

し2000年に日本の大学ではじめての心理学部

として開設されました,学生定員は 1学年 160

名で、心理学部心理学科の 1学科市1を とってい

ます.本学心理学部の特徴の 1つは心理学につ

いて特定の分野に偏ることなく、心I里学の全体

像を意識 して幅広い視点から教育・研究を行 う

ことにあります.その理念に基づいて、心理学

の諸分野を代表する、基礎心理学、応用心理学、

発達心理学、臨床′心理学の 4つの領域を設け、

計 20名 の教員の連携により学生の教育にあた

っています。ここで領域というのは、他大学で

の「○○コースJと いうような意味ですが、学

科・専攻に細か く区分することなく、心理学を

分野の垣根を越えて学ぶという本学部の目標を

具体化 した 1つの表れといえましょう.

1患鳥芯違撃嶺域|:ちしヽそ||||‐

そのなかで応用心理学領域は、主に実験心理

学的な手法を基にして、実社会の問題解決を志

向する専門分野であり、このように「応用心I里

学」の名称を公式に使っているのは、全国の大

学のなかでも数少ないのではないかと思います.

現在、応用心理学領域には、岸田考弥教授、向

井希宏教授、矢野円郁助教、尾人の 4名 の教員

が所属し、学生の指導にあたっています。今 日
|

は、こうした′己、理学部という大枠のなかで「応

.■…■…
黒・…1こ お̈。|。_ま

[・%三
."。

|。 _.言
.… Lた

用心I甲学」の専門教育にあたっている立場から、

心理学の教育、特に応用分野の教育について本

学の実態を紹介しつつ、日頃感 じている事柄を

述べたいと思います。

心理学部全体の教育体系としては、実験心理

学を基礎とする、かなリオーソドックスなカリキ

ュラムが組まれているといえます。学部 1～ 2

年次を通じて、心理学概論、基礎実験実習、統計

法、コンピュータを用いたデータ解析などの基

本的な科日が配置され、心 I里学の基礎的な知見

や研究手法について学生に習得させますぃまた、

1年次から講読演習という少人数のゼミ的な導入

教育が行われているのも特徴の 1つであるとい

えます。入学後、多くの学生はそれまでもって

いたイメージを改めて、心 I甲学には実験的・理

系的な要素が大きいという自」象を抱くようです c

応用心 F甲学に関する専門科日としては 2年次

に応用心理学概論を学びます。領域ごとに基礎

心理学概論や発達心I早学概論 といった科目があ

り、それぞれの研究分野に関する、やや専門的

な授業が行われます.応用心理学概論では、産

業′こ、理学をはじめ、心理学の応用について幅広

く取 りあげて、学生の興味 関心を引き出すこ

とに留意 しています。心 I里学部に入学 してきた

学生にとって、心F甲学は「何 となく社会のいろ

いろな所で役立ちそうだ」という印象はもたれ

ているものの、具体的に応用的なテーマとして、

どのような課題があるのかは、あまり認識され

ていないようです。特に産業界での心理学の活

用については、ほとんど知られていません。そ

こで、ヒューマンエラーや事故防止、組織内の

l尾入正哲鯨用い騨緻働
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ここまで主に応用心 I里学領域の教育カリキュ

ラムの内容について述べてきましたが、各研究

室の研究テーマについてもふれておきます。本

領域の現在の 3名 の教授は、いずれも産業′心理

学をベースにしている点で共通する面も多いの

ですが、そのなかでもそれぞれの特徴を活かし

た研究を行っています.岸田研究室では、主に

交通心理学・人間工学的テーマを扱ってお り、

県内の交通事故多発地点のフィール ド調査や、

自動車部品工場の作業改善 といった課題に大学

院生を中心に取 り組んでいます。向井研究室は、

作業習熟・技能などの産業心理学の伝統的課題

について地道な研究を続けています。また、こ

こ数年は高齢 ドライバーの事故防 |卜 について、

自動車教習所 との連携のもとに高齢者講習の教

育効果に関する研究を行っています.尾 人研究

室では室内環境の快適性や空間認知・方向感覚

といった、いわば建築′こ、I里学的なテーマを中心

に研究活動を行っています。色彩やインテリア

デザインなどの分野は学生の関心が高く、尾人

ゼ ミからは住宅や不動産関係に就職する卒業生

も出ています。

中京大学 というと、最近ではフィギュアスケ

ー トや附属校の甲子園優勝などもあり、以前か

らスポーツの盛んな学校 というイメージがある

かと思います.心理学部の他にも、体育学部で

はスポーツ心理学に関する研究や、現代社会学

部では社会心理学的な研究が行われています。

産業心理学以外にも心理学の応用分野は、スポ

ーツなどのさまざまな方向に広がっています。

心理学部としても、心 r里学の応用の進展に対応

して教育 研究の新たな方向性を探っていきた

いと考えています。

l志爆|ふ理学べあ|^後の課題
さて、ここまで心F甲学部応用心理学領域の内

容について紹介 してきましたが、最後に応用心

理学を教える教員として、日頃の経験から感 じ

ている今後の課題について少 し述べたいと思い

ます.第一には、応用心理学の守備範囲をどう

考えるかということです。応用なので社会のニ

ーズに幅広 く応えるべきなのはもちろんですが、

果たして幅広いだけでよいのか、また産業心理

学以外の分野、たとえば消費者行動や社会福祉、

地域コミュニティなどのフィール ドをどう扱 う

かといったことが本領域の課題です.第二には、

学生に教えるべき応用心理学の基礎 とは何かと

いうことです。応用心理学のなかにもさまざま

な分野があります。それらに共通 した応用心理

学固有の基礎知識や方法論とは何かを再検討 し

て、カリキュラムを洗練 していくことが必要で

しょう。第二には、こうした教育を通 じてこれ

からの応用心理学の研究者・教員をどのように

育てて行けばよいのかという後継者養成の課題

があるように思います。

これらをまとめれば応用心理学のアイデンテ

ィティはなにかという問題に行きつ くことにな

ります。大学教育の枠内だけでなく学会全体 と

しても、応用心理学のアイデンティテイ確立に

向けて、こうした課題への取 り組みが今後必要

になってくるのではないでしょうか。
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越河六郎 (こ すこう・ろくろう)01932年 宮城県生まれ。1961年財団法人労働科学研究

所入所。労働生理・心理学研究部所属し、研究部長、副所長を経て、現在は17蔭大学経営

文化学部教授、労働科学研究所主管研究員。専門は産業心理学。第1回
‐
l同原賞J受賞.

働 と生活に関する生物学的研究」と、基本的範

囲を定め、生活・労働諸条件の合理的な改善に

役立てようとする構想が展開された.「 合理的

な改善Jと いっても、テーラー,FWの 『科学

的管理法』(1911)|こ よって代表される経営合

理化運動 とは異なる。「労働科学は人間の労働

を研究する実践科学である」とし、経営志向だ

けに走 らず、「働 く人間を中心に考える方向 J

を示 した。「真実に合理的な労働 と生活の条件

を求めて止まない応用科学」であり、つねに実

践が要請されている領域なのである。そこには、

「研究の対象ではない、問題があるのであって、

研究 とはその問題を解決することなのである」。

言葉を変えて言えば、「机上の理論を職場等で

検証するという “研究"と は異なり、労働 。生

活場面で生起 している問題が先にある」という

ことになろうか.

労働科学はテーラーイズムの批判 (暉峻)か

ら始まったとされているが、この「科学的管理

法」について若干ふれておく。たしかに、経営

内はともか く、学界各方面から批判されるとこ

ろは多々あったの しか し、産業心理学 (桐原 )

の領域では、テーラーのや り方をすべて否定 し

たわけではないぃ標準作業量を決定するために

取った方法、作業分析 と時間研究は、人間作業

の各要素への知見を開発せ しめ、管理 _Lの行き

当たり主義に覚醒を与えたこと、適材選択 と養

成方法の重要さを知らしめたことなど、評価す

べきところも指摘 している (桐原保 見、『産業

心理学』1938)。

l議‐発方法語|||||||||||
労働科学の研究課題は時代の推移に伴って広

範に及んでいるが、研究の成果は、主として、

機関誌『労働科学』(1924年創刊、2009年 85巻 )

に掲載されてきている。研究の方法論に関連す

るところを 2、 3あげてみる。

『労働科学』第 1巻に、「社会的生活条件と知

能の発達―殊に、労働者階級児童の知能に就い

て一Jと いう論文 (桐原)が発表されている。

親の職業的地位による、生活環境条件の差が、

その子弟の精神的発達にいかなる影響を及ぼし

ているかを問題にした研究である。この調査で

は、まずもって、「社会的環境条件の差Jを ど

うして捉えるかに苦心したとある。経済的条件

として、「親の収入Jを訊いたが、応答のとお

りかどうかはわからない。「応答Jは 単なる報

告でしかないというのである。「影響Jと いう

動的な面をつめて考えるとき、甚だ大雑把な

「分類Jで環境条件の「差Jを扱わざるを得ない

という、研究方法上の「はがゆさJを伝えてく

れている。

この研究は、1946年から 1955年 までの 10

年間にわたる、児童の小学校入学より中学校卒

業まで、毎年同一方法により、知能および運動

能測定を行った「精神的発達に関する逐年的研

究J(狩野広之、1970)に展開している。男女児

童 714名 を対象として、9年間、1年も欠かさ

ずに測定できた同一対象者は 243名。社会的生

活条件と知能の発達、職業階層と心身発達との

関係を提えるほか、児童の生活行動 (生活時
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鶉と颯褥晰瞑跛

荀 文 動で、大学生としての自覚を再体験 してみ

たい衝動に駆られた。しかし、とくにこれ

が自分らしいという目的を見出していたわ

けではない。以前より経済学の学習と並行

んでいたともいえる。あれこれしているう

ちに、今後の生き方を決断しなければなら

ない時期が迫ってきたc自 分のなかではそ

2度 目の大学生に戻るべ く伯父でもある共

立女子大学の高嶋正士教授に相談した。心

理学の勉学をしたいがどうしたらよいだろ

うかとの問いかけに、伯父は快く応じてく

れただけでなく編人学先の心配までしてく

れた。そして最終的に日本大学心理学科の

2年次に学士編入学することが決まった。

本格的に心理学を学ぶにあたって、吉田

正昭 (著)ら心理学研究入門―心理学へのオ

リエンテーションー』(1963年初版、大日

本図書)には心理学文献解説、研究の進め

方、心理学の歴史、各国の研究状況などが

詳述され、私に貴重な示唆を与えてくれたc

このなかに日本の大学の特色を紹介したコ

ーナーがあり、数行ではあるが所属する研

究者と研究内容が記述されていたc

さて、日本人学心理学科とはどのような

ところだろうかと図書館で書棚を散策して

いたとき、1968年 に出版された波多野完

治・藤永保 (編)らい理学のすすめ』(筑摩書

房)をめくるチャンスがあった。本書のな

かの「大学 研究所の紹介」の項で、日本

大学について「倫理学でなく心理学の角度

から “人格"に手をつけた渡辺徹教授らに

よって基礎が作られ、長谷川貢、木村禎司

らの教授による応用研究が多いJと 紹介さ

れていたc心理学の応用研究という耳慣れ

ない言葉に関心を抱いたが、そのときはま

だ何を指しているのかを理解できる知識が

なかった。日大に通い始めたころ、「心理

学は基礎研究の前に、すでに応用の研究と

実践があった」という話を聞いていたがこ

ちらも理解が不十分のままであった。同級

生に比べて年上の私は、心理学概論をはじ

め各領域の心理学科目や実験、演習、卒業

論文の完成までを 3年間で通過することに

なった。大学院への進学を希望し、運よく

院生の 1人 になることができた。大学院で

はすでに専任教授を退官されていた長谷川

先生や木村先生、古賀行義先生など高名な

諸先生の講義、演習を受ける機会に恵まれ

た。卒業論文は母性研究で著名な花沢成一

教授の指導で「認知スタイルJをテーマに

したが、修十論文でも同テーマを継続し、

判

欝難:聾鷲覇響繋奪薔よよ嵐::よよ1111線鰈

騨響TI黎鋒眸根m、

|||||||″tilllllll大学当局■|よ |る口ヽックァゥト、学生と機動
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自開症・CP・ てんかん 。MRの 20年間の発症率の

変化 (カ リフォルニア・∪SA)

Aut st c Spectrum Disorder Chan9es ln the
Calfornia Caseload An∪ pdate:」 une 1987‐ June
2007 This repOrtis ava‖ able atヽハ/ヽハハ″dds ca gov

んかん、知的障害 (MR)の変遷過程をみたもの

であるが、1995年頃より急増していく様子がよ

くあらわれているc

では、東アジアの発展途 11国であるベ トナムや

中国では発達障害児の現状はどうなっているのだ

ろうか。

図 2はベ トナム国立小児病院リハビリテーショ

ン科を受診した子どもの受診実態をあらわしたも

のであるが、脳性まひの比率は 50%で 自開症の

比率はその 5分の 1の 10%である。これは先の

カリフォルニアの実態と比較してみると発庁率で

ちょうど正反対の関係をなしている。すなわち、

2002年 で比較 してみるとカリフォルニアでは脳

性まひや知的障害と自開症の比率は 15倍以上開

いているのに対して、ベ トナムでは自開症の比率

は脳性まひや知的障害よりも低く、脳性まひの約

5分の 1、 知的障害の 25分 の 1である。先進国

と発展途 ヒ国とでは、発達障害の疾患の種類やタ

イプは同じでもその発生率が異なることがよくわ

かるc

鰺|‐自|で|1申前案|||||■||■‐‐
|‐
‐

2009年 4月 2日 の国際自閉症デーは北京で迎

えたc中国社会科学院のホールで開催された障害

児社会政策研究会 11催のシンポジウムで「日本に

おける自閉症児の医療 教育・福祉政策の現状と

課題―パラダイム転換と新しい発達支援システム

の構築―Jと題して報告させていただく機会をえ

た。報告者の出身国は筆者の他にアメリカ、台湾、

中国などであったc自 閉症の教育 福祉に関係す

‐ 鯰
鮭||||に ||■

‐
|‐ |||||||‐ |||||

2009年 3月 末に北京と L海を訪問し、4月 から

はベ トナム・ハノイ師範大学で 6カ 月間の在外研

究の機会をえた。また、この間 8月 にはオース ト

ラリア・シドニーで開催されたアジア・太平洋自

開症会議 (the Ada I)aclic Autism Conference

2009:APAC 09)に 参加する機会があった.こ れ

らの経験をもとにアジアとりわけ東アジア地域で

の発達障害lll究の現状と課題について、自閉症研

究に焦点をあてて見間したことを交えながら紹介

してみたいc

アジアの

害研究の

荒木穂積
(立命館大学産業社会学部

/同大学院応用人間科学研究科教授)

鱗策アッアに|おけ―る発津障害1現状||‐ |■

先進国では、発達障害児の 3大疾患は、以前は

知1的障害、脳性まひ、てんかんといわれてきた。

しかし、ここ 30年ほどの 劃に周生期・新生児期

医学のめざましい発展によって脳性まひの発症率

は著しい減少をとげてきているし、抗てんかん薬

の開発や血中濃度測定技術の進歩によっててんか

ん治療はめざましい発展をとげてきている.こ れ

らと反比例するように発達障害の分野で増えてき

ているのは自開症およびその近接領域の障害であ

る。特に、自開症スペクトラムの 1990年 代後半

からの発症率の増大は世界的な傾向となっている。

図 1は アメリカ・カリフォルニア州の 1987年

から2007年までの自開症、脳性まひ (CP)、 て

ぎ
黒
絆
謳
畔

図 1
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写真2 ハノイ師範大学障害児教育学部前にて

(」 ICA障害児教育専門家養成プロジェクト参加学生とともに、

撮影:荒木)

障害種別の 1つ として自開症がカテゴリー分類さ

れるようになってきている.

ベ トナムは発展途上国であり、電気・通信・交

通網などインフラ整備が先進国の援助をうけて急

速に進みつつある。インフラ整備と関わってとて

も不思議な光景を目にすることがある。ベ トナム

の農村地域や少数民族の住む山岳地域では、電気

が最近になって敷設された地域が多く存在するが、

その地域では村に電気が供給されるのとほぼ同時

にテレビが各家庭に普及し始める.ま だ電話線が

引かれていないのに衛星放送用のアンテナが家屋

に取 り付けられているのを日にすることがある

(発展途上国の多くは携帯電話の普及が著 しく線

が引かれるのはかなり遅れるようだ).都市部で

はパソコンの普及に伴ってインターネットから情

報収集する人たちが多いが、農村部でも少し大き

な村に行くとインターネットカフェがある。イン

ターネットを利用しての情報収集は農村部でも可

能で、情報リテラシーを獲得している人は、最新

かつ最先端の情報にふれることができるc

自開症に関する知識の取得の場合も同様である。

自開症ということばが聞かれるようになってまだ

10年ほどであるが、最近では自Ftl症 ということ

ばと同時に学習障害や ADHD(注意欠陥/多動

1生 障害 )、 非定形広汎性発達障害 (PDD― NOS)な

どのことばが関係者の間で話題になり始めているc

ベ トナムでは、まだ児童精神医学や小児神経医学

の分野の専門医師は少ないが、上記の診断を受け

て幼稚園や小学校に入学してくる子どもたちも現

れだしているのイギリスやアメリカ、日本などで

は、自閉症の症例報告から 60年余の年月を経て

今日にいたっているが、中国やベ トナムではこの

過程が短縮されて、ここ 10年 間、20年間の変化

荒木穂積 (あ らき。ほづみ)01978

年京都大学大学院中退。現在は立

命館大学産業社会学部/同大学院応

用人間科学研究科教授。専門は発

達心理学。東アジア発達障害児およ

び親のニーズに関する国際共同研究

(代表者)。 JCA草の根技術協力事

業「知的障害児の就学率向上につな

がる教育プログラム開発を支援する

プロジェクトJ(総括マネージヤー)。

として現れてきている.あたかも電気の供給とテ

レビの普及が1司 時に起こっているかのようだcな

お、ベ トナムでの、過去 10年 間の知的障害児教

育の現状と課題に関しては黒田学 (2006)の著書

が参考になる。

な:す|:''::::,皇1,11111‐
2009年 8月 20日 か ら 22日 の 3日 間オース ト

ラ リアのシ ドニーでアジア ・太平洋 自開症会議

(APAC:Asia Pacinc Autism Conference)の 初

会合が開催され、筆者もこれに参加 した。これは

自開症関連の NGOや中央および政府組織、親の

会、専門家な どが集 う地域会議で、1000名 を超

える参加者があった.地域会議 として歴史がある

のはヨーロッパ自開症会議 (Auism Europe)で 、

数年間隔 (3年 ～4年)で開催され、2010年 には

第 9回 目を迎える。また、国際会議である国際自

開症会議 (IMFAR:Interna� onal Meeang for

Auism Research)は 、研究者や専門家が中心で、

毎年開催され 2010年 で 9同 目を迎えるc

第 1回 日のアジア 太 1ヽ4洋 自開症会議は開催地

がオース トラリアであったことも関係 してオース

トラリアからの参加者がもっとも多かったが、中

国、台湾、韓国、日本、ベ トナム、シンガポール

など東アジア地域からの参加者も少な くなかった。

ただし、東アジアからの報告はあまり多 くな く研

究の蓄積 という点では、これからネットワークを

構築 しながら地域研究をすすめてい く必要性を痛

感させられた。

◎文献

・ 張鋭 荒木標積 (2006)「 中国における自開症児の治

療と教育の・HL状についてJ立命館人間科学Tll究、12、

55-64

0黒田学 (2006)「 ベ トナムの障害者と発達保障一障害

者と福祉 教育の実態調査を通じて一J文理閣
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れている。本書も自己受容を精神保

健の基礎と位置づけて、これを軸と

して構成されている。 自己受容は、

より全体的で選 り好みをすることな

く、広 く自己の諸側面にわたつて受

け容れるという態度である。ご自身

や他の研究者の自己受容研究の紹介

をされていることで、概論書に終わ

ることなく、独自性を表そうとして

いる。

[他薦]

林 潔0白梅学園短期大学名誉教授。

専門はカウンセリンクしい理学。

会的行動という組織のネガティブな

側面に焦点を当てたため、データ収

集にはさまざまな困難があつたもの

の＼なんとか実証研究を積み重ね、

終章ではそれらの研究成果を踏まえ＼

反社会的行動を抑制・防止するため

の施策について心理学の立場から具

体的な提言を試みた。

なお、本書は第 11回 日本社会心

理学会出版賞、および第 7回経営

行動科学学会優秀研究賞を受賞した。

田中堅一郎0日本大学総合社会情報研

究科教授の専門は産業・組織心理学。

本書は＼児童から高齢者にわたる

精神保健上の問題と対応の方法を示

すテキス トである。特に教師の心の

問題、障害児をふ くむ学校場面にお

ける問題と課題への対応については、

筆者のスクールカウンセラーとして

の経験が具体的に反映されている。

そこで健全な発達過程と生活環境は

心理的健康をもたらすということが

再確認されている。こころの健康に

ついて考えることは、人間の本来の

姿＼そ して人間存在についてみつめ

ていくための手がか りでもある。

筆者の板津裕己氏は、長らく自己

受容のメカニズムについて研究をさ

『荒廃する職場/反逆する従業員
■職場における従業員の反社会的行動についての心理1的研究』1申|1肇■章F=書

企業における組織構成員によるさ

まざまな反社会的行動に着目して、

組織において個人が反社会的行動を

起こすに至るプロセスを明らかにし、

上司や同僚から反社会的行動を受け

た被害者の心身に生じる悪影響につ

いても検討を加えたものである。日

本においても、近年企業組織現場で

のさまざまなハラスメン ト行為が問

題になつているが＼残念ながら心理

学的研究の蓄積は少ないので、その

意味で本書は希少価値があると思わ

れる。本書は、過去の研究を展望し

た「概説編 J＼ 著者による研究をまと

めた「実証編Jか ら構成される。反社

一」̈一一一一一一一一一一強一一」一　　　　　・一̈中一一
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『保書1教育‐ネォーシリ■ズく6)|
岸丼勇雄1無藤 |‐ 隆‐■柴崎正行■監修

1子ども家庭福祉|の1新展‐開』
網野武博

`柏
女霊峰■編書

編者の網野及び柏女は、いずれも

心IEE学を専門分野として児童福祉に

深 くかかわつてきた。本書は、わが

国における児童福祉の大いなる転換

期を迎えた近年＼ウェルヘアとして

の福祉とともにウェルビーイングの

福祉が重視されている背景＼動向そ

して具体的な展開をみせていること＼

そ して児童福祉から子ども家庭福祉

への新潮流の重要性について叙述 し

た書である。この 2人を編者として、

各分野に造詣の深い他の 4名 の著

者と共同で編み出したc特に＼保育、

教育に関わろうとする方々のテキス

トとして編纂された。―読 していた

だくと、時代の波は児童虐待の予防

と対応を典型とする子どもの権利擁

護を一層すすめるための施策やケア

ワーク、ソーシヤルワークの展開が

求められていること、さらに少子社

会における次世代育成支援にかかわ

る専P5性をもとに、家族援助や家族

再統合が求められていることを、理

解 していただけるだろう。

網野武博0東京家政大学教授。専門は、

児童福祉学＼児童心理学、育児支援学。

「職場でのメンタルヘルスJ、 「自殺

対策関連事業J＼ 「児童虐待にかかわ

る専門家支援活動」、「障がい者への

支援活動 J、 「DV被害者支援活動の

実際J＼ 「犯罪被害者への支援活動」

が 5章以降で解説されている。

取組全体のまとめと残された課題、

さらに今後の展開の方向性を説明 し

た最終章と合わせて、本書は今後の

大学教育や現職の社会人教育に示唆

を与える内容であるc

蓮花―己0帝塚山大学心理福祉学部、

同大学院人文科学研究科教授。専門は、

運転者行動、事故分析＼交通教育。

ぼ一一一一一一一一一一一一一一

子ども家庭福祉の新展開

魃
蝙
一鰊

2009年 3月 発行

同文書院

本体価格2100円

『こころ|の|ケ
ー
ア|とサ|ボ|■|卜の1教育ヽ .ⅢⅢ域1協日』

蓮花■己 |三木善彦■編著

2006年から帝塚山大学で実施 し

た現代 GP「 こころのケアとサポー

ト教育の実践Jでの取組を解説 した

1冊である。

第 1章「発達障害児と保護者への

グループワークJでは、軽度発達障

害児とその保護者へのグループ

'舌

動

を紹介したcまた、教育関連の実践

活動として、「生駒市小中学校での

学習支援ボランティア活動J＼ 「ア ド

ベンチヤーカウンセリングの実践J、

「交野市小学校における総合的心理

教育の実践Jを 2章から4章で取り

上げた。

地域社会での支援活動 として、

2009年 6月発イ予

帝塚山大学出版会

本体価格3000円
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応用心理士として各方面で活躍する先生方に、

その活動を語つていただくコーナーです。

躙障害者武道とはなにか ?

私が日本応用心理学会に入会 したのが

2002年。学会発表後、心理士の認定証 (第

240号 )をいただき、そんなときに私が所

属している武道徳育研究所主催の「国士研

究会」にこのようなテーマを企画いたしま

した。第 4回国士研究会「障害者 と武道J

ではじめて障害者の武道を知りました。

漑障害者に武道稽古ができるのか ?

研究会が始まる前に大阪は枚方市にある

社会福祉法人・わらしべ会、肢体不自由者

更生施設・わらしべ園という施設 (病院)

を訪問し、医師でおられる村井正直博士お

よびスタッフにお目にかかりお話をうかが

いました。そしてこれまでの病院の経緯と

病院内にある常設の柔道場での稽古にも参

加させていただきました (写真 1)。

村井先生は、1966年イギリスはロンド

ンにてボバース法 (Bobath cerebral paicy

center)の 講習会を受講しているうちに柔

道の受け身の練習が K君 という少年の歩

行機能を疎通するのでは、という確信のよ

うなものを感得したということから柔道に

よる「柔道療育Jを始められたということ

でした (村井医師は、北海道において乗馬

による療育も実施されておられます)。

K君は、当時小学 4年生で、通学は親の

運転する自家用車で通っており、伸展パタ

ーンのとても強い子でしたが、健常児たち

の盛んな刺激を一身に受けながら、徐々に

身体運動を活性化にitき 、練習を始めて 2

年後には、ランドセルを背負い自力で登校

するようになりました。少年の傷病名は、

脊髄脳性マヒで、生まれて今日まで十数年

間寝たきりの少年でしたが、現在では自立

し病院の近くに部屋を借り病院内での軽作

業を行っています。

わ
が
国
に
お
け
る
障
害
者
武
道
の

赤

普
及
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て

中島

颯障害者による武道稽古は

よい効果を生むのか ?

福祉の国北欧スウェーデンでの一例を報

告いたします。スウェーデンの北、ノルボ

ツテン県ルレア市にある、ルレアエ科大学

理学療法専門学科において、授業のカリキ

ュラムに武道が取 り入れられており、担当

のポントス・ジョハンソン氏自らも下肢に

傷害をもち車いすでの生活です。リハビリ

テェーションとして水泳を取 り入れパラリ

ンピックの国を代表する選手になり、さら

に水泳の競技力向上と精神力を鍛える目的

で武道を取 り入れ、稽古を通 じてバランス

の取 り方を学び、16歳にして自立歩行が

できるようになった次第です。道場には多

くの障害者が通 ってお ります。 (本人は、

牢手道 2段 ・柔道 1級 )そ して、世界で初

めての「国際障害者武道連盟 J(Interna

tional Association Budo Culture for Dis―

abled A B C D)を 設立 し、その指導 と啓

発活動に努力されてお ります (写真 2)。

また、東京都世田谷区池尻にある、都立

青鳥特別支援学校においては単元授業とし

て 10月 か ら 12月 にかけ、生徒全員 (約

150名  うちダウン症が 80%)が柔道を採

用 しております。

蝙こんな声を聞いたことがあるでしようか ?

この学校は 1974年 、創立以来「生活の

なかで、こまぎれ授業は適さない」という

授業への考え方があり、生活単元学習の名

で、総合的に行われてきた学習内容を整理、

分節化し、教科の系統性に基づいて編成 し、

教科別に指導 しようとい う取 り組みか ら

1969年から体育の単元 として「柔道」を取

り入れ、当時の校長先生 (CK氏)の談話

として、柔道の授業によって生徒のケガが

少なくなったということから現在において

も実施 している状況です。 (写真 3)

なかじま 。たけしO
国士舘大学武道徳育

研 究 所 長 ・教 授 。

1968年国士舘大学体

育学部体育学科を卒

業、その後中学の教

諭を経て、1971年単

身海外に柔道漫遊の

旅へ出る。1981年 帰

国と同時に母校国士

舘大学武道徳育研究

所に勤務。現在は、

世田谷柔道会理事・

日本武道学会理事・

世界柔道科学研究者

協会理事・社団法人

障害者武道協会代表

理事そして武道徳育

研究所教授および所

長が主な職務。
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機 関 )と 意味づ け し、Aの 意味を広 げ

DV・ 非行・燃え尽き・引きこもり・不登校、

またターミナルケアや介護分野、軽度発達

障害などすべてにかかわるものが Aの分

野だと解釈 し、さまざまな心 I里対応方法を

研究・実践 している研究所である。

その実践の為にはそれを支えるカウンセ

ラーが必要であり、現在はそのカウンセラ

ーの育成を主に行っているNPO法人である。

2000年 3月 に応用心理十の資格を受け、

同 5月 には読売新聞のメールかわら版にカ

ウンセ リング教室をス ター トして載 り、

300名 近い研修申込者があった。1年半か

けてカウンセ リング研修を行い 2001年の

4月 NPO法人立ち上げとほぼ ll時期、読

売新聞に NPO法人短信 として載 りこの時

も 200名以上の研修申込者があった。その

他全国経営者団体連合会の雑誌スクエア他

各種雑誌 ・他新間にも取 り上げられ、社団

法人日本青少年育成協会の不登校・引きこ

もりのサバイバー児に対するカウンセリン

グ研修も依頼された。以後 4年間引きこも

り児やその父母などへの研修 (毎 回 80～

100名 )を行 うこととなった.ま た知的障

害者親の会へのかかわりやカウンセラー研

修習得者を老人ホームヘ派遣することも開

始 した。2003年 ・2004年 は足立区 と、

2005年 には台東区からの要請でヘルパー、

ケアマネージャーヘのスキルアップとして

のカウンセリング研修を行い、越谷市立看

護専門学校からカウンセラー講師として要

請があ り開校まで勤め、2005年 に社会保

険中央看護専門学校にカウンセラーとして

柳澤淳子

勤め現 l■ に至っている。

その他小学校や大学、商工会議所、区の

ワークショップや各種サポー ト校・各種勉

強会への講演・講習、千葉大学であけぼの

会の女性会員ヘターミナルケアの研修等か

ら、方向が障害児とその父母や介護現場の

介助者への対応に向かい、介助・介護する

側の十さ、切なさ、悲 しさを知ることで

「介りJ・ 介護する者が希望を失い、疲れ切

ることがないように」 という名目で 2008

年独立行政法人福祉医療機構「長寿・子育

て 障害者基金Jの助成事業を受け千葉 。

東京 と 100名 に研修を行い、その流れが現

在も繋が り研修が続いている。

諫新 しい課題をみつけて

今回まで研修をずっと続けてきた結果 1

つの課題がみえてきた.それは対人関係が

できず自分探 しを していてカウンセリング

研修を学びに来る数多い成人のほとんどに、

軽度発達障害の傾向が多々あるということ

である。しかし具体的な証明ができないこ

と、本人または親自身がそのことをなかな

か信用 しないこともあり遠まわしな提示 し

かできない.

また当研修者の多数が女性であることが

多く、女性には母性があるため女性自体の

軽度発達障害的傾向が日立たないのだが

多々存在 していること、そして fを成 し母

となった時、その母 自身が軽度発達障害

等々の傾向があることで、人の心が読めな

いために子に引きこもりや虐待、夫や身内

や他者との衝突があるのだということが研

修を重ねるごとに証明されており、それは

本人自身がそのことに気付き修 正しない限

りは改善 しないものなのだが、それを如何

にしたら世に伝えられるかということである。

現在当研究所はその解決に向かっての研

究を続けている.

`亡
ヽ

理
対
応
方
法
を

やなぎさわ 。あつこ

01968年日本大学文

理学部心理学科卒業

後サポート校カウンセ

ラーを経て、越谷市

立看護専門学校カウ

ンセラー講師、社会保

険中央看護専門学校

のカウンセラー、特定

非営利活動法人 APL・

バラカウンセリング研

究所の理事長。共依

存・アサーティブ・再

評価カウンセリンク・

グリーフワーク等の心

理セラピーを学習し、

自殺防止や発達障害

にも関与し抑鬱・死な

どに関してのトレーニ

ンクも受けている。
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2011年の第 78回 大会は、信州大学人文学部 (松

本市)で開催させていただくことになりました。信

州大学での大会開催は、半世紀近 く前の 1963年第

30回大会 (大会委員長人文学部中川大倫)以来の 2

回目となりますc開催時期は9月 を予定しておりま

す。松本への公共交通機関としては、JR、 高速バス、

航空機 (松本空港)な どがあります。開催地松本は

山岳観光の基地として知られており、松本キャンパ

スの標高は 650メ ー トルです。大学のすぐ近くに浅

間温泉をはじめとする美ケ原温泉郷があり、ホテル

や旅館が数多くあります。市町村合併で、乗鞍岳や

卜高地も松本市となり、 ドラマに登場することの多

い山岳救助隊も豊科警察署から松本警察署に移りま

した。長野県は観光名所に恵まれており、日本酒と

ワインの産地としても知られていますc観光・保養

の適地です。研究発表だけでなく、自主シンポジウ

ムやワークショップを多くして、研究者や実務家の

交流の場としたいと考えています。本大会への皆さ

ま多数の参加をお待ちしております。

信州大学では、1年次 (医学部は 2年次まで)は

全学部学生が松本キャンパスでの共通教育を受講し

ます。学部・大学院の専門課程は県内隔地のキャン

パスに分散しており、長野市 (松本から」Rを利用

した場合 [以下同様]65キ ロ)に教育学部と工学部、

上田市 (80キ ロ)に繊維学部、南箕輪村 (50キ ロ)

に農学部がありますc

本部事務局のある松本キャンパスには、人文学部

のほか、経済学部、理学部、医学部、共通教育の全

学教育機構があります。人文学部での心理学系教員

は、心IIT学分野に今井章教授 (実験心理学、心理生

理学 )、 高瀬弘樹准教授 (認知心理学 )、 社会心理学

分野に内藤哲雄教授 (実験社会心理学 )、 長谷川孝

治准教授 (対人社会心理学 )、 清水健司准教授 (臨床

心理学 )、 文化1青報論分野に菊池聡准教授 (認知心

理学)がいます。また、社会学分野の辻竜平准教授

(社会ネットワーク分析)は 、前任校では社会心理

学を担当。心理学系の各分野は実習や講義の授業科

日を補完し合う形で、緩やかに連携しています。国

立大学の人文学部としては、心理学系の教員に恵ま

れているほうだといえるでしょう。学部学生数は教

員 1人あたり各学年 5名前後で、少人数教育です。

また、人文学部と同じキヤンパスに全学部の共通教

育を担当する全学教育機構があり、同一キヤンパス

に 4学部があることで学生数が多く、実験や調査を

実施しやすいといえます。学部生の出身地が北海道

から九州・沖縄まで広がっていることもあり、大学

院への進学希望者は、本学の人文科学研究科、教育

学研究科だけでなく、全国の国公私立大学の大学院

に進学しています。

松本キャンパスの他部局での心理学系教員には、

全学教育機構に湯田彰夫教授 (社会心理学 )、 医学

部保健学科に玉丼真理子准教授 (′心理学、生命倫理

学)がいます。なお、医学部保健学科には、本学会

会員の看護教員阪口しげ子教授 (小児看護学)がい

ます。
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編集委員◎田中真介
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艤編集委員会の新体制

2009年 4月 より、森下高治新理事長の就任を受

けて新たな常任理事会が発足し、機関誌編集委員会

も、所正文委員長のもとで新しい体制でスター トし

ました。

その後、機関誌編集委員会では、所正文委員長の

体調不良のため、2010年 1月 1日 から3月 31日 の

あいだ田中真介委員が委員長代行として編集長業務

を担当しました。田中委員は本年 9月 に開催される

77回大会の大会委員長であるため、2010年 4月 1

日からは、日中委員からさらに川本利恵子先生に委

員長をバ トンタッチし、また、深澤伸幸先生を副編

集委員長として、新たな体制で編集業務をすすめて

います。

さらに、編集業務をより円滑にするために、新た

に深澤伸キ先生の研究室 (東京富士大学)に「編集

事務局」を設置することが常任理事会で了承され、

そこで一括して投稿論文を受け付けることになりま

した。また、編集事務局には補佐役をおくことも了

承されました。

編集委員会の各部門では、これまでと同様にそれ

ぞれ 2名 の責任委員を中心として査読の手配と編集

業務を進めています。また、論文投稿と編集につい

ては、藤田主一副理事長 (一昨年度までの編集委員

長)が、総合的なアドバイザーとして編集委員と査

読者および論文投稿者からの相談に幅広く対応して

います。

●2010年 4月 1日 ～2012年 3月 31日 までの編集

委員会・編集事務局体制

委員長 :川 本利恵子 (ブ Lり ‖`大学 )

副委員長 (編集事務局):深澤伸幸 (東京富士大学 )

編集委員 :12名

●2010年 4月 1日 以後の投稿論文の送付先

以 下の「編集事務局Jが新たな送付先となります。

〒 1690075 東京都新宿区高川馬場 381

東京富士大学 深澤伸幸研究室気付

「日本応用心理学会機関誌編集委員会Jあ て

●年間スケジユール

*機関誌「応用心理学研究Jは 、年間 2号 (秋期と

春期)を発行しています。

*投稿論文は、上記の編集事務局で常時受け付けて

います.

*4月 末ころまでに投稿された場合には9月 (秋期 )

発行号、10月 末までに投稿された場合には翌年 3

月 (春期)発行号に向けて査読が行われます。

鐘審査の手順 (概要)

(手順 1)編集事務局および部門責任委員による査読

の手配

1)編集事務局は、投稿論文を受稿 したのち、投稿

者に「投稿論文受領通知Jを送る。次いで、編集

委員長と協議 してただちに研究分野を識別 し、

各部門責任者に査読の手配を依頼する。その際、

3部を部Fl責任者に郵送する (う ち 1部は氏名・

所属の記載あり、2部は記載なし).1部 (氏名等

の記載あり)を編集事務局で保管する。

2)各部門責任者は適切な査読者 2名 を選定し、査

読を依頼する (短報論文と実践報告は主として部

Pl責任者と副責任者で審査)。

3)部 Fl責任者は、2名 の査読者のうち 1名が不採択

の判断を下 したときには、第 3の査読者を立て

て査読を継続する。人まかな審査期間は次のと

おりです。

①編集事務局で投稿論文の受付 (受稿)→分野の

識別と部門責任者への配送 :約 1週間。

②部「1責任者で査読の手配ののち、

lJ日の審査期間 :約 5週間 (査読者 )

1回 目の修正期間 :約 3週間 (投稿者 )

2回 日以降の審査期間 :約 3週間 (査読者 )

2日 1日 以降の修l三期間 :1～ 2週 間を目安とす

る (投稿者 )

4)部 F]責任者は、査読が完了した時点で、論文投

稿者に対して「採択通知Jないし「不採択通知J

を送る (掲載予定の巻・号の通知は、編集委員会

での確認後となります)。

*「採択通知Jを送るときに、最終原稿に加えてそ

れを収納したコンパクトデイスク (CD―R)な ど

の電子媒体でフアイルの提出を求める。

5)部門責任者は、最終原稿を受領 したのち、編集
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フリカナ 推薦者 (正会員)

0
氏   名

回―マ字 I   I…
現 住 P77

一Ｔ

電話番号 ( )

最終学歴

[ 年   月]【在学中のものではなく、卒業あるいは中退 修「 したもの】

所   属

名  称

所‐在 地

電話番号       (        )

職名=身分

研究領域

日本応用心理学会の人会申込書を次にご案内しますので、人会を希望する方はお申し込み下さい〔

このページをコピーし必要事項を記入して、下記事務局宛までご郵送下さい。

隕嘔蝙同鶉靡幌餃芍餃瘍燎漑瘤逹餃兌蜃鬱
申込年月日(20

◎記入上の注意

1措書で Iド確に記入して下さい。

2正会員の大会資格は、会則第4条第2項に次のように定め′,れています。

(1)4年制以 Lの大学で′しヽ理学およびその隣接分野を専攻した者

(2,第 1号 に準じる者

(1)の隣接分野とは以下の分野を指しています.

教育学、児童学、人間関係学、体育学、社会学、社会福ねL学、芸術学、宗教学、医学 (′ しヽ身医学、精神医学、行動医学な

ど)、 看護学、経営学、認知千lrF(人 l頭脳など)、 人間工学、など。

(1)の入会資格に該当しないと判断される場合は、備考llFlに 高等学校卒業後の学歴および職歴をできるだけ詳しく書いてくだ

さい。(2)の 第1号に準じる者と認めることができるかを半」tl‐ する資本|と します。記人欄が不足したときは別紙に書いて添付

してください。

3社会人学生の場合には、在学大学 (大学院)名等詳細を備考llflに 言己入してくださいっ

4推薦者には、必ず、署名のうえ捺印してもらってください。

5推薦者がいないなどの相談がある場合は、学会事務局にご,上 絡ください。

日本応用心理学会事務局 :〒 1690075 東京都新宿区1汽 田馬場4419 中国際文献印刷社内

電話 :03 5389 6491 FAX:()3 3368 2822 E mal:iaap postCbunken coip

日)

事務局受付 〔 〕 審査 〔 〕 本人連絡〔 〕 会費納入〔
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広報委員会 (五十音順)

委員長 藤 森 立 男 横浜国立大学

委員 内山伊知郎 眺社対

加藤博 己 駒澤大学

田 中真介 京都大学

蜂 屋  真 流通科学大学

星 董   放送大学

応用心理学のクロス回― ド Vol.1

(年 2回発行 )

編集・発行 日本応用心理学会

〒169-0075

東京都新宿区高田馬場44-19
TEL  03-5389-6491
FAX  03-3368-2822
E rnail jaap_post Cl bunken cOip
HP httpノ /wwwsoc nii acjpttaap/

編動功・製作 福村出版株式会社

デザイン  有限会社 臼井デザイン事務所

E口刷・製本  モリモ ト印刷株式会社

編 集 後 記

「応用心理学のクロスロー ドJ創刊号をお届け致します。

本広報誌は、2009年 4月 から日本応用心理学会の新役員

体制がスター トし、理事長に森下高治先生、副理事長に藤

田主一先生がご就任され、両先生から新広報誌の制作を要

請されたことが契機となっています。目的は本会の研究・

実践活動や広報活動をさらに活発にすることです。その後、

常任理事会において方向性や内容を検討し、2009年 9月 に

九州大学で開催された第 76回大会 (川本利恵子大会委員

長)の総会において新広報誌の概要を報告 し、広報委員会

が構成内容を具体化しました。

本会は、日本心理学会に次いで伝統のある学会です。 し

かし、本会の団体名は日本社会に必ずしも広 く普及 してい

ないのが現状です。また、本会は日本社会の諸問題を解決

するための方策を積極的に提言 しておらず、情報発信力に

欠けるのではないかという意見も寄せられています。

そこで、本会に活力を取 り戻 し、未来思考的でエネル

ギッシュな学会にするための方策を検討 してみました。そ

のひとつの答えが「応用心理学のクロスロー ドJです。ク

ロスロー ド(crOsSrOadoと は交差点、十字路という意味で

す。本会は多様な考えをもつ先生方の集まりですので、さ

まざまな意見が存在 します。そこで、気軽に対話でき、相

互理解を深めるための広場が必要であると考えました。異

なる意見をもつ人々がかかわる広場です。クロスロー ドと

いう情報交換の広場を通 じて、著名な先生の隠されていた

別の顔が明らかになるかも知れませんし、若い研究者たち

の素晴らしいアイディアや才能を発見することにつながる

かも知れません。人生経験に裏打ちされた智慧や新 しい感

性などを大切にする広場です。

本広報誌がさまざまな人々の出会いと発見の広場として

有意義に活用され、日本応用心理学会が未来思考的で活力

のある学会になりますことを心から祈念致 してお ります。

皆様の積極的なご参加とご協力のほど、何卒よろしくお願

い申し上げます。2010年 6月 1日  発行



°
準

=0ヽ
体γ田00乙彰―

2∩マ科築
｀
γ□

“

コ1(脅7雑)V肇畢・nヽiント|■γ年]1昇宗研ヨ2量
｀
翻⑫�讐撃星

F'サクヽ
゛
準

=■
0更年以∠ヨー4ι4`⑦Ч△4匡才□ιγ尋♀IE琴い

｀
準
'け

争⑫冥甲
・Aヽ,y〉ヤ再In中学ヽ平́レJ桁さ千「ユ)`]IXVJF'マニ早里[し

｀ヽ
γ〉F/γハヽ

'「

ヨlFヽ早́rf己(´61オモJ

diOO eJnШn》nJ MAllM//dllЧ

讐[[塁シ[目■3冒警図当X解当単レ800-81[■

381群:|:日唱8誉当星l酬用絆璧

°
理調9、9碑百印二酢¶′2

半平首7Jイル乎⑦

"認
ツ準軒疑77¥2号響

｀
67の里母音峰晶削

0-8809Z-lZ9‐レー8ι6N8Si 日009`Z◎

塁撃」口団7中 形姜郵I・当IWW・副当タ

晋幕⑦秦耐¶.4-詳Y
躍調22票母卓寧

'「

J4r_′乙耐翅′+
撃呈鄭動孝判¥P聖醗⑦平当ヨ回7畢2uψ

=ッ

2旨性⑦撃呈当∃

0 90009 LZ9レ8ι6N8Sl 日008Z◎ 暴y糠絆レヽ

平ヨ回当Q′0劇4r―ル乙醗興′・聖呈。当ヨ

剖¥R翠酢⑦撃当群回
°
,CAC割¥`4ミー/ヽ°理訓PIマ争マ「り章

身軍幕2葦月ffll準⑦を
｀
音蜂アι甲目⑦平章ヨ回ワ千4聟24∠

`早
柳里

Z Z0009 1Z9レ8Z6N8SI 日008乙◎ 暴ぎ練絆レヽ

%畔岬層。駒警輩罷寵撃撃群回4`∠κ4
⑦9■0(■S・■0・■d)靴

`ユ

イヽ〔・動裂影
°
9、32C身7筆響「

'日

¥母影甲J｀∩
=撃

孝

「晶堅J PI草号
°
畢L』Y7ヽη聟尋ヨロコ1729□

`2面
コ

r⑦ツ曰晶Y
9Z900乙[Z9'8Z6N8SI 日001.乙◎ 塁聾轟印「ヽ′ 剪獄百三

舌置OW薫2つ977謝彰秦耐¶″⑫封園側Y
°
旱響力⑦準襲W詳呈̀丼警⑦黄醗Qr具準

°
」Y十壬印V音9軍国21「貴醜¶′具準J ⑦97⑦Y準♀

"孝
鞠レ

Z IZ00乙[Z9ツ8Z6N8S 日00ご乙◎ 暑壁γ半V叫・―要田製

秦群q7単准⑦97⑦Y二892Ⅷ酵
Ⅶ聖塗JY十壬V音昔証¶C下ソコ割単鄭

J｀⑦

"認
⑦″Y2、32Cq筆⊇1●性当]｀T黄,貴7撃呈゛鄭コ

8レZ00乙IZ9,8Z6N8SI 田009`乙◎ 塁撃¥瓢脚叩・―平田製

斎配¶¢⑦叡認⑦梨畢R撃ヨ磐

°
瓢¥P曰J⑦攣証駒吾9車

“

Pl早畢□暉雷]7｀早騨旦
｀
暑量剌

Fに19■4「夕型2増醜]ツYO子l fll｀Pl子■9 tl早瓢当ヾ千,賄Y
9‐8809乙―「Z9-レー8Z6N8SI 田001乙◎

撃半郵¥ I絆中・_・イ、ラ4Ч4 訓自轟

圏習ア事隠⑦「黄博ツ子1賄」

珊騨肛⑦秦mttY軒
°
畢,9準単母ユ謙⑦ま髪⑦靱引〉ヽη2

∩日呈(PI印璽肇孝「6寵J⑦み
｀
βツ望ゞ?⊇

'単
母Yミ92∩阜■

ZZ801乙
'Z9'8Z6N8SI 

田008`L◎ 塁7封浄黎

循マγ⑦一

`I・
4と一て¬

〔�業露〕暉⑫ツ濯ユ身
=lY °

節をりつ最増⑦早口0翼Y回)｀9豪゛Y升ロ

∠⑦
=X3阜

°
調醗印黄配¶′⑦昇墓景(ヽ3阜■C、9⊇|`κ′壬

`―
△

99809乙「ι9'8Z6N8S 日009`乙◎ 呆撃聯職率タ

為耐¶7097⑦捌耐昇豪熙
°
鍵をリコ1印薫醗■2)準■璧業●・嘔1夕昇豪景(

8ζY4月Y｀4E4_v壬■
｀
準具絆Y｀り曰□Y⑦中⑦□当肇子

Z8109Z「Z9ツ8Z6N8S 日00ブ乙◎ 量撃筆一絆国

〔�Z彰〕lJY為薔■翻職・業平
°
↓謬2百日¥⑦蝶薔

｀
22望み単当PIP

身暉■″昇墓崇
`｀

4Y白
｀
コ童7-`I｀アナエ乙―ルイル当曽茉サ

60809乙「Z9ツ8ι6N8S 日008乙◎ 最撃2-2軍 畜学十卸

秦爾¶7業コ⑦予碑キヽ鷺
°
2準i呈誹つ、γ町首0口歯酢¶r2配回身

聟々 と、γ⑦3ヽf∫|千4、32Cψ、9、9P章■2にア⑦PttY2子Tlψ性

レ9809乙lι9ツ8Z6N8Sl日008`乙◎暑ぐ卿事軍上準/`杉挫dN

斎耐¶.04`」/イY・∠ン

`R童
‐Tl

別猿⑦碗星聯7■シI鸞

=日

猫Yツra■l■91鸞

,日準′イク

``―
ムJZT劣

珈い早Ⅵ菫II=

翔聯⑫童磁響Hツ菫01堂

くヽF4とさ薯獣半↓ 雌Ⅲ当

フ,II撃O lul]R]りりⅧ 草6彰

疑田∠

`キ

キR耐ユ』享則Y 草8彎

Jけ饗童YR4即日着 草1“

号尋

挫撻

⑦与

0こ

=口
言阜⑫■]事9“

くヽ/`をた叫±7Yく2L-7乙ょ′ 雌I雲

Y4/～4/″く/PYdlY 草9彰
LlttY科⑦筈釉 草シ

“ ′44-′-60瑞▼ 草8鸞

くEィー4=てこヽ⑦Ll仙
 ■Z彰

f,C耐嘔⑦ヽ童Tl

lκEイーン子■″一乙 菫l堂

くヽ〆

`考

2L・くた一τヨ 鰈I彰

|‐‐||■
■

`4VW

■lt´……._

|.恭醜雫
′

1饗聯・薫コ

C,Q埋
6T里4r

4r a cγ□⑫り|」リアY‖り
｀
↓星ツ6Fy

薔孝躍硼]身準と
'78禦

率r,ヽルキ」
0、

n■n LIIF,具′ヨ業
l「OX日 

｀
利

■ヨ秦里γυL!η理具〉口ξγYを回|

亘ZιZ/講■/際9V  8Z809Z卜Z9,8Z6N8S

日00ブ乙◎ 星剛哲軍撃割

――雄ル香鯵隷y―ふ♂ф鍼祗―‐――



・ 実践のなかで人間を徹底して尊重する心理学をめざして・

開催日程 2010年 9月 11日 (土 )・ 12日 (日 )

会 場 京都大学吉田キヤンパス 〈時計台百周年言己念ホール、吉田南総合館〉

〈住 所〉 〒606-8501 京都市左京区吉田二本松町

〈アクセス〉 」R京都駅より市バスで約30分
「京大正門前」「百万遍」下車すぐ

詳細につきましては、大会HPをこ覧いただくか、大会事務局までお問い合わせ下さい。

URL  http://1A/ulW7b biglobe ne ip/～ de∨―Oklnavva/iaap/tOp htm

電話 075-753-9356

第 27回 国際応用心理学会大会は、南半球で最初に開催される大会です。開催地メルボルンは、ヤ

ラ川沿いに開けた多文化都市で、治安の良い美しい観光地として矢口られています。

開催日程 2010年 7月 11日 (日 )～ 16日 (金 )

会  場  メ ル ボ ル ン 会 議
。
展 示 セ ン タ ー 〈MdbOurne Conven■ on a∩ d ExttЫ ■on Centre〉

オーストラリア・メルボリレン市街地にあり、ヤラ川 (Yarra R�er)沿 しヽのメリレボルン水

族館 (MelbOu「 ne Aquanum)の 対岸 鮪 を渡つて斜め下流側)です。Coogleの 地 図など

で簡単に確認できます。

〈交通機関〉食事や観光を含め、市内での移動に|よ路面電車のトラムが便利です。

日本応用心理学会企画のシンポジウム (Measures to Attng in Japan)

開催日日寺 7月 14日 伏会4日 目)午前 8時 30分 ～ 10時

詳細につきましては、大会 HPをこ覧下さい。 URL http://wwwicap201 0 com/


